
第 69 回全国俳句山寺大会入賞者（敬称略） 

 

 

山形市長賞 

西日へとぐぐつと曲がる最上川  齋藤 伸光（宮城県） 

 

山形県俳人協会長賞  

黒南風や十六羅漢潮けむり  武田 志摩子（山形市） 

  

山寺文化保存会長賞 

山寺の鐘霞みゆく一人旅  磯野 くに子（富山県） 

 

山寺芭蕉記念館長賞  

すぐと云う道の遠さよ葱坊主  古郡 孝之（埼玉県） 

 

【事前句 一般の部 特選】 

和田 華凜 選  

西日へとぐぐつと曲がる最上川  齋藤 伸光（宮城県） 

 

西村 麒麟 選  

すぐと云う道の遠さよ葱坊主  古郡 孝之（埼玉県） 

 

鈴木 正子 選   

山寺の鐘霞みゆく一人旅  磯野 くに子（富山県） 

 

伊藤 寛 選  

黒南風や十六羅漢潮けむり  武田 志摩子（山形市） 

 

大類 つとむ 選  

母の手の形になりぬ柏餅  佐藤 権一郎（上山市） 



 

牧 靜 選  

父の日や丁寧に解く包装紙  大野 邦夫（福井県）  

 

伊藤 ふみ 選 

夕立あと風吹きかはる五大堂  金谷 ゆかり（山形市）  

 

【事前句 一般の部 秀逸】 

和田 華凜 選  

山寺の山は曼荼羅すみれ草  石川 國昭（酒田市） 

旅に見てまた夢にみる山桜  松本 喜雄（栃木県） 

泣くために人も生まれて蝉時雨  曽根 新五郎（東京都） 

 

西村 麒麟 選  

家族史の中に戦争夏の月  佐藤 さきこ（新潟県） 

夏空へ向かいて放つ今朝の押忍  乘富 和夫（兵庫県） 

麻痺の足少しくづして桜餅  さとう みちこ（山形市） 

 

鈴木 正子 選   

素足なる岩の熱しや湯殿山  齋藤 大風（川西町） 

早瀬越え繕ひ直す花筏  大野 邦夫（福井県）  

風光る祝ひに贈るヘルメット  村山 百代（徳島県）  

 

伊藤 寛 選  

隅植ゑて五月田の風整ひぬ  佐藤 権一郎（上山市） 

産土の匂ふ八十八夜かな  金谷 ゆかり（山形市） 

経を読む背に明るき春障子  名和 輝男（東根市） 

 

大類 つとむ 選  

空襲の焼布母の種袋  川上 なみ子（大阪府） 



吟行は常の山寺山笑ふ  小濃 勉（福島県） 

折鶴の紙に戻りし半夏生  多久島 重宏（神奈川県） 

 

牧 靜 選  

捨畑に命与へて菜種梅雨  須階 米子（酒田市）  

水没林絵具溶け合ふ若葉風  栗原 ただし（山形市） 

蛙鳴く地震跡地の千枚田  小﨑 淳子（石川県） 

 

伊藤 ふみ 選 

種蒔くや土のぬくみを確めて  上野 みえ子（東根市） 

春風を両手つかむ病上がり    寺﨑 秀男（東根市） 

子どもの日還暦の子に駄菓子買ふ  木村 比紗子（上山市） 

 

※佳作の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。 

  

【事前句 小学生の部 特選】 

和田 華凜 選 

東風吹いて桜のようになるわたし  布施 遥愛（山形市）  

 

西村 麒麟 選 

かしわもちなんかちょっと食べたいです  菊地 春希（山形市）  

 

鈴木 実 選 

こいのぼり空手稽古の蹴り早く  小栗 央雅（天童市） 

 

【事前句 中学生の部 特選】 

和田 華凜 選 

春の雨ひまつぶしにやるプチドリル  手塚 弦（山形市）  



 

西村 麒麟 選 

春の夕その大きさに考える  村並 奏詠（山形市） 

  

鈴木 実 選 

春の雨ひまつぶしにやるプチドリル  手塚 弦（山形市）  

 

【事前句 高校生の部 特選】 

和田 華凜 選 

向日葵の顔向くほうで待ち合わせ  海老名 美紅（山形県）  

 

西村 麒麟 選 

山寺や風にほどける蝉しぐれ  豊田 仁衣奈（兵庫県）  

 

鈴木 実 選 

文化祭声を合わせて決めていく  長尾 華音（兵庫県）  

 

【当日句 特選】 

和田 華凜 選  

一斉に山滴るや立石寺  鹿野 明彦（山形市） 

 

伊藤 寛 選  

一山の涼を分けあひ芭蕉曾良  武田 菜美（山形市） 

 

大類 つとむ 選  

補陀落に溽暑の濡れのありにけり  戸田 正宏（山形市） 

 

 



牧 靜 選  

山寺に狼煙のやうな夏の霧  五十嵐 恒子（天童市）  

 

伊藤 ふみ 選 

山寺に狼煙のやうな夏の霧  五十嵐 恒子（天童市）  

 

【当日句 秀逸】 

和田 華凜 選  

青時雨くまなく撫づる布袋尊  五十嵐 恒子（天童市） 

夏霧の湧く幽玄の立石寺  伊藤 厚子（山形市） 

夏霧へ三方開く五大堂  伊藤 厚子（山形市） 

せみ塚に空蝉を置いて飛びたたぬ  大森 アキ（山形市） 

長靴の黄色緑雨の石畳  金谷 ゆかり（山形市） 

天台の修行の道や沙羅の花  小室 けい子（村山市） 

旅の荷を負へば青春夏つばめ  武田 菜美（山形市） 

一山の涼を分けあひ芭蕉曾良  武田 菜美（山形市） 

香水の男の子駆け行く磴千段  星 節子（宮城県） 

山寺の溢る紫陽花よく語る  さとう みちこ（山形市） 

 

伊藤 寛 選  

一斉に山滴るや立石寺  鹿野 明彦（山形市） 

蛇踏んでしばし鼓動の乱れかな  栗原 ただし（山形市） 

万緑や百丈岩に朝の雨  名和 則子（東根市） 

 

大類 つとむ 選  

青時雨くまなく撫づる布袋尊  五十嵐 恒子（天童市） 

蝉飛んで爺には髙し五大堂  多久島 重宏（神奈川県） 

紅花や橋ある暮し貫津道  青山 君代（東根市） 

 



牧 靜 選  

長靴の黄色緑雨の石畳  金谷 ゆかり（山形市）  

香水の男の子駆け行く磴千段  星 節子（宮城県） 

 喜気として紅花を摘むほまち畑  木村 比紗子（上山市） 

 

伊藤 ふみ 選 

夏霧へ三方開く五大堂  伊藤 厚子（山形市） 

香水の男の子駆け行く磴千段  星 節子（宮城県） 

せみ塚を囲む老杉梅雨探し  阿部 美和子（東根市） 

 

 


